
循
環
経
済（
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・

エ
コ
ノ
ミ
ー
）と
は
？

　

２
０
２
０
年
５
月
に
経
済
産
業
省

は
「
循
環
経
済
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
０
」

（
図
１
）
を
策
定
し
、
循
環
経
済
へ
の

転
換
に
向
け
て
動
き
出
し
ま
し
た
。

で
は
循
環
経
済
と
は
ど
う
い
う
経
済

モ
デ
ル
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
の
経
済
成
長
と
繁
栄
を
も
た

ら
し
て
き
た
経
済
シ
ス
テ
ム
は
、
大

量
生
産
・
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
と

い
っ
た
流
れ
が
一
方
向
の
シ
ス
テ
ム

で
す
。
こ
れ
は
線
形
経
済
（
リ
ニ

ア
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
）
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
経
済
シ
ス
テ
ム
は

全
世
界
で
の
爆
発
的
な
人
口
増
加
や
、

気
候
変
動
、
環
境
問
題
に
直
面
し
早

晩
立
ち
行
か
な
く
な
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
新
た
に
提
唱
さ
れ

た
経
済
シ
ス
テ
ム
が
循
環
経
済
（
サ

ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
：
略
称

Ｃ
Ｅ
）
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
経
済
活
動

に
お
い
て
資
源
投
入
量
・
消
費
量
を

抑
え
つ
つ
、
今
あ
る
資
源
を
有
効
活

用
し
な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス
化
等
を
通

じ
付
加
価
値
の
最
大
化
を
図
る
循
環

型
の
経
済
社
会
活
動
で
す
。

　

循
環
経
済
へ
の
転
換
は
、
事
業
活

動
の
持
続
可
能
性
を
高
め
、
中
長
期

的
な
競
争
力
の
確
保
に
つ
な
が
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
転
換
の
鍵
と
な

る
の
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
発
展
と

市
場
・
社
会
か
ら
の
環
境
配
慮
要
請

の
高
ま
り
で
す
。

　

ま
た
、
近
年
循
環
経
済
へ
の
転
換

を
後
押
し
す
る
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
も
台

頭
し
て
い
ま
す
。

循
環
経
済
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

　

具
体
的
に
循
環
経
済

の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

紹
介
し
ま
す
。
循
環
性

の
高
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
（
図
２
）
で
は
、
設

計
・
生
産
・
利
用
・
廃

棄
の
各
段
階
で
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
近
年
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
歩
に

伴
い
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
や
サ
ブ
ス
ク

リ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
等
の
新
し
い

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
拡
大
で
モ
ノ
の

複
数
回
使
用
や
長
期
使
用
、
稼
働
率

の
向
上
等
が
実
現
し
、
循
環
性
の
向

上
に
貢
献
し
て
い
ま
す
（
図
３
）。

今
後
の
動
向

　

循
環
経
済
は
、
近
年
世
界
で
注
目

さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
関
わ
り
が

深
く
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
の
達
成
の

た
め
の
方
法
論
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）
で
は
２
０
１
５

年
に
「
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
採
択
し
、
日
本
に

先
駆
け
て
社
会
実
装
を
始
め
て
い
ま

す
。
日
本
で
も
「
循
環
経
済
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
２
０
」
に
沿
っ
て
循
環
経
済

へ
の
転
換
へ
動
き
出
し
ま
し
た
。
今

後
、
循
環
経
済
に
対
応
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
拡
大
か
ら
企
業
の
成
長
機

会
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
㈱
京
都
総
合
経
済
研
究
所

調
査
部
長
　
楢
舘
孝
寿
）

研
究
員
　
門
田
　
涼
）

　昨今、SDGsの考え方が普及し、事業活動の中に取り入れる企業が増えてきています。そうした中、欧米の
企業を中心にSDGsの目標を達成するための具体的な方法論として「循環経済（サーキュラー・エコノミー）」が
注目されています。今回は循環経済について紹介いたします。

2021年のキーワード
SDGs達成の鍵

循環経済（サーキュラー・エコノミー）

図 １　循環経済ビジョン2020（概要）

出所：経済産業省「循環経済ビジョン2020（概要）」より抜粋
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省



図 3　循環経済を後押しする動き― 新たなビジネスモデルの台頭

出所：経済産業省・環境省「サーキュラー・エコノミー及びプラスチック資源循環分野の取組について」より抜粋

○生産工程の最適化による生産ロスの
削減や端材・副産物の再利用

○IoT等を活用し、需要に応じた供給を
徹底することによる販売ロスの削減

○リース方式によるレンタルまで含めた製品
の有効活用
○IoTによるサービス化を通じた資産の運転
効率や稼働率の向上、長期利用の実現

○シェアリング等を活用した遊休資産の活用
○中古品のリユース等

○リデュース設計
○リユース・リサイクルに適した設計
○長期使用可能な設計
○オーダーメイド型による余剰機能の削減
○再生材等の環境配慮型素材の積極利用

○製品自主回収等を通じたリサイ
クルの推進
○産業廃棄物の削減・リサイクル
○廃棄物の性質と状態に応じた
最適なリサイクル手法の選択

設　計

利　用廃　棄

生　産再生材市場

図 ２　循環性の高いビジネスモデルの例

出所：経済産業省「循環経済ビジョン2020 （概要）」より当社作成

3R：リデュース（Reduce）・リユース（Reuse）・リサイクル
（Recycle）。英語の頭文字の 3 つの「R」をとった総称。
リデュース：環境負荷や廃棄物の発生を抑制するために、
無駄・非効率・必要以上の消費や生産を行わないこと。
Society5.0：狩猟社会（Society1.0）、農耕社会（Society2.0）、
工業社会（Society3.0）、情報社会（Society4.0）に続く人類社会
発展の歴史における 5 番目の新しい社会の在り方。「サイバ
ー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に

融合させたシステムにより、経済発展と社会的課題の解決を
両立させる、人間中心の社会」と定義される。
IoT：Internet of Things の略。日本語訳は「モノのインター
ネット」。さまざまなモノ（物）がインターネットに接続され情報
交換を行うことで相互に制御する仕組み。
サブスクリプションサービス：商品ごとに購入金額を支払う
のではなく、一定期間の利用権として定期的に料金を支払う
サービスのこと。

サーキュラー・エコノミーのキーワード


